
東大生と桶ット卓球で交流（8月20日）ハカセと里山の“夏”探し（8月23日）
　東京大学の学生でつくる「東京大学キムワイプ※1卓球
会」のメンバー7人が、こんだ薬師温泉ぬくもりの郷で、
丹波篠山市を拠点に活動する桶ット卓球グループ「ふら
わぁ桶ット」(河

か ん

南
な ん

文
ふ み

子
こ

世話人)の皆さんと交流戦を楽し
みました。河南さんと東大生がテレビ番組で共演したこ
とがきっかけとなり、交流が始まり、今回の訪問が実現
しました。
　学生たちは桶ット卓球を、ふらわぁ桶ットの皆さんは
キムワイプ卓球を体験し、互いに打ち方のコツを教え合
いながら、和気あいあいと交流を深めました。東京大学
キムワイプ卓球会の・宮

み や

田
た

倫
り ん

乃
の

介
す け

さんは、「来年の桶ット
卓球世界大会にはぜひ出場して、優勝を勝ち取りたい」
と意気込みを話されました。

　里山共生講座の研究者と自然の中を散策し、夏
ならではの生きものの生態を学ぶ「ハカセと一緒
に里山の夏を探そう」が開催されました。参加者
は獣道や昆虫を観察し、発見や驚きを共有。里山
の豊かな自然に触れる機会となりました。

8月15・16日

写
真
で
振
り
返
る
、

　
　
デ
カ
ン
シ
ョ
祭

※1　実験器具などをふく紙製のワイパー。その箱をラケットに見立てて、卓球を楽しみます。
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★詳しくは、2・3ページをご覧ください。
IDOL in my family

　笑顔と元気がいっぱいな
ふうたくん！ご飯をモリモ
リ食べて幸せそうな顔がキ
ュート♪  いつも癒やしをく
れてありがとう！

　いっぱい食べて元気いっぱ
いの抱っこマン陽奏！いつも
笑顔をありがとう！

わが家のアイドルわが家のアイドル
を紹介します

細
ほそ

見
み

楓
ふう

大
た

ちゃん
1歳(大沢)

村
むら

上
かみ

陽
ひ な た

奏ちゃん
１歳(東吹)

わが家のアイドルわが家のアイドル募集中募集中です！です！
申し込みはこちらから申し込みはこちらから

オオヒナノウスツボ(ゴマノハグサ科)
　日当たりの良い草原や低山地の山

や ま

縁
ふ ち

に生育する多年草で、茎は直立して高さ1mほど
になり、8月から9月に茎の先によく分枝する円

え ん

錐
す い

花
か

序
じ ょ

(花が枝分かれしながら付き、
全体が円錐形になるもの)を作り、濃い紅色の花をたくさん付けます。花は小さくて目
立ちませんが、美しくかわいい形をしています。
　同じ仲間のヒナノウスツボ(雛

ひ な

の臼
う す

壺
つ ぼ

)より大きく、つぼ形の花の中から、おしべが
出ている姿が雛人形に見えることから、オオヒナノウスツボ (大雛の臼壺)という変わ
った名前が付きました。

篠山自然の会　梶
かじ

屋
や

正
まさ

敏
とし

さんの協力

災害に備え「救給カレー」を体験（9月4日）

　災害に備え、市内の小中学校や幼稚園などで防災給
食を実施しました。全国の学校栄養教諭らが開発し
た、温めたり水を加えたりせず、常温のまま食べられ
る「救給カレー」を提供。城南小学校では、児童たち
が味わいながら、防災について考えました。

ホッケー小学生チーム、全国へ（8月31日）

　第49回全日本U-12ホッケー交流大会に出場する
H
エイチシー

C H
ヒ ョ ウ ゴ

YOGO H
ハ ー ツ

EARTSの小学生チームに「丹波篠山
ふるさとPR奨励金」が贈呈されました。
　キャプテンの金

か な

丸
ま る

侑
ゆ う

樹
き

さんは「練習の成果を生かし
て、今年こそ優勝したい」と意気込みを話しました。

戦没者追悼式（8月27日）

　田園交響ホールで開催された戦没者追悼式。丹波篠
山市遺族会会長の石

い し

川
か わ

英
ひ で

昭
あ き

さんは追悼のことばで「戦
争を二度と繰り返さないよう、戦争の悲惨さ、平和の
尊さを若者たちに語りつないでいきたい」と話し、記
憶を継承することの決意を御

み

霊
た ま

にささげました。

　丹波篠山ユニバーサルツーリズムセンターの開所式
が丹波篠山市観光協会 観光案内所で行われました。
年齢や障がいの有無に関わらず、誰もが安心して丹波
篠山市を訪れ、観光を楽しめるよう、観光施設や移動
などに関する情報提供や相談を行います。

誰もが楽しめる旅の拠点、誕生（9月1日）

　昭和63年の丹波の森宣言以降、人と自然と文化が調和した地域づくりを進めてきましたが、時代とともに
当時の理念や意識が薄れつつあります。都市化に流されず丹波篠山らしい発展をめざしたこの原点を未来へ
確実に引き継ぎ、今後の地域づくりの大きな柱とするため、条例を制定しようとするものです。

郵　送　〒669-2397 兵庫県丹波篠山市北新町41
メール　sozotoshi_div@city.sasayama.hyogo.jp

※�電話での受け付けや意見に対する個別の回答は行
いません。意見に対する対応は市ホームページで
公表します。

■募集期間　10月1日(木)～10月30日(金)
■提出方法　�任意の様式に意見および住所、氏名を記

入の上、郵送、FAX、メールにて提出、
または上記担当課および各支所へ持参

　※ただし開庁日(平日)9時から17時まで。

■提出資格　�市内在住、在勤、在学、および活動や事
業を営む方、当案に利害
関係のある方

■閲覧場所　�上記担当課または各支
所、市ホームページ

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　丹波篠山市人と自然と文化が調和した「丹波の森づくり」を継
承する条例(案)の制定に対する意見を募集します。
問い合わせ　創造都市課☎552-5106/FAX079-552-5665

パブリックコメント
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